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質問 

 ④近年ネグレクト問題が増加しています。ネグレク

ト対策として、児童虐待の早期発見をする為に、何を

すれば良いと思いますか。 

 

お答え 

『「ネグレクト」に関する、山梨県と、県議会の対

策実施状況について』お答えいたします。 

ネグレクトを放置した場合に、虐待に繋がることも

考えられ、貧困からの波及性も高く、一度、対象とな

る子どもを発見した場合は、以後も経過観察が必要で

あります。 

先ず「児童虐待」のなかに占める「ネグレクト発見」

件数について、始めに山梨県全体の過去 3 年間での 

児童虐待相談に対応した件数は、近年で R3 年度が 

最も多く 2,259 人であり、この相談対応件数のなかで

のネグレクトは、ご指摘の通り R3 年度が多く、   

うち 621 件で 27.5％でありました。 
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本来、親が反省して是正すべきですが、ネグレクト

を親が理解していない場合や、核家族化が多くなり、

祖父母などとの交流が少ないため、見過ごす場合など

の例も存在します。 

お尋ねの「早期発見」には現在、家族以外の保健師、  

保育、幼稚園、学校、地域に拠る対応があり、出産後

の 1 年間は母親と関わる保健師さん、そして子どもを

預かる幼稚園、保育所などでの発見です。まれに小児

科医などでの確認もあります。 

山梨県では、幼保児童生徒への切れ目のない支援を

目指して、子どもや、問題のある親御さんへのワンス

トップ対応をおこなえる、山梨県／こころの発達総合

支援センターが、児童相談所と、医療、教育等を統合

した一体施設で、全県的なネットワークを構築し、 

高度で先進的なサービスを提供されています。  

 

次に児童、生徒に対する学校現場においての早期 

発見は、学校生活を共にする教師が把握し、    
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問題ある場合は県内全小学校に配置済みのスクール

カウンセラーや、社会福祉士の資格を有するスクール

ソーシャルワーカー15 名で対応しております。 

また、今後は更により細かく見ていく体制を、広く

敷くことが学校でも求められます。知事の目指す 25

人学級の発想は、ネグレクトを始めとした、子どもの 

貧困対策、ヤングケアラーへの対応、子どもの学習力

向上を含み、主眼としている教師のより細かに、児童

に目が届くことに着目した政策であり、オールラウン

ドな効果が期待されます。 

 

最後に議会としての対応についてであります。  

昨年から検討を開始し、私も副委員長として参画して

条例制定に励んできました、山梨県議会上程の、   

「やまなし子ども条例」が、本年令和 4 年 3 月 23 日、

県議会 2 月定例会において全会一致で可決され、  

本年 3 月 29 日公布で施行とできました。 

本条例には、子どもの健やかな成長を支援し、及び 
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子どもの権利を実現するための基本理念を定め、  

並びに県、保護者、学校関係者等、事業者及び県民の

責務等を明らかにし、子ども支援のための施策の基本

となる事項を定め制定されました。 

やまなし子ども条例の特筆する点として、 

第２章 基本的施策では市町村と県の連携協力を謳い、

第４章  ヤングケアラー支援推進の明記を謳い、  

第５章  子どもに対する権利侵害の救済等では、  

子ども支援委員会を知事の付属機関として設置。  

この委員会に対し、子どもや親を含めて、県民は救済

を求めることができます。 

 

最後に「条例の前文の抜粋の朗読」で趣意を確認し、

ご答弁を閉めさせていただきます。 

「子どもの権利は、子どもが成長するために欠くこと

のできない大切なものです。現代社会は人間関係が 

希薄になり、経済格差が広がるなど社会環境が変化 

する中で、いじめや虐待の増加等、子どもを取り巻く 
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環境は厳しさを増しており、問題を抱え我慢している

子どもや、誰にも相談できずに悩んでいる子どもや、

ヤングケアラーと呼ばれる人たちがいます。 

このような子どもを支援するため、その抱えている

つらさ、悩み等に寄り添いつつ、相談に応じ、    

救済する仕組みが必要です。 

県はもとより、国、市町村、民間団体等が連携協力

して、重層的かつ総合的に子ども支援に取り組み、 

社会全体で子どもの成長をしっかりと見守り、支え 

なければなりません。 

子どもの権利を保障し、すべての子どもにやさしい

まちづくりをめざして、日本国憲法及び児童の権利に

関する条約の理念を踏まえ、この条例を制定します。」 

 以上で、ご質問のご答弁とさせて頂きます。宜しく 

お願い致します。 

 

山梨県議会議員 佐野ひろひと 

 


